
（別表）

１号事案 ２号事案

審査請求に係る諮問

の番号

３０中経行第９１９号 ３０中経行第１２２２号

区政情報公開請求日 平成３０年９月１１日 平成３０年１２月１４日

請求情報の内容 「３０中経人第８８０号（Ｈ３０、７

／３）の公開資料内の別添：生活保護

手帳別冊問答集２０１７版２頁・３頁

の憲法第２５条「生存権」文化的生活

の権利（市販されている）、３０中経

経第７８５号（Ｈ３０、６／１１）「不」

件、なかの区報Ｎｏ．２００３の４頁

「外部提供」の問題意識、区民の信託

の区政サービスの職員の奉仕（地方公

務員法第３０条、同法第３１条)精神

「憲法第１５条」鑑み、憲法第１３条・

第１４条則る６Ｆ９番福祉オンブズマ

ン事務局〇〇係長・５Ｆ６番行政監理

〇〇係長・人材育成４Ｆ２番・３番〇

〇係長、２Ｆ生活援護分野〇〇係長ら

の「公共の福祉」憲法第１３条欠如。

寄って、誤った個人情報の外部提供の

訂正約７ヶ月放置した問題意識欠如。

その為、「都」関係職複数との関わり

合い要した区民の利益とは、何なのか

分かるもの求める。※「不正確」を「正

確」の訂正中々と終わらず。しかも、

「不正確」是認の職員達。」

「〇〇係長は、人事調整業務の元での

職員行為上（区民相手の行政サービス

等）の問題は、０に成らない、又、０

の場合がないとの主張。その為、公務

員が、法治国家の法令解釈した正確・

正当に行政サービス有れば、問題発生

しないこととは、相反する。

寄って、何故、中野区は、「問題」山

散しているのか分かるもの求める。例

示：４Ｆ２・３番の業務が問題あり（前

提）でも、「解決・解消」難しい言及。

※但し、本来の行政機関は、法律・法

令の運営であり、「問題」起きてはな

らず、適正・適切を適宜（適時）に当

然である。」

区政情報不存在通知

書の番号及び日付

３０中経行第７３４号

平成３０年９月２６日

３０中経人第２５５６号

平成３０年１２月２６日

区政情報不存在通知

書の「請求情報に該

当する文書等が存在

しない理由」

請求された文書については作成及び保

存していないため。

請求された文書については作成及び保

存していないため。

審査請求書の「３

審査請求の趣旨及び

理由」

「趣旨：処分取下げ、何らの公開決定

求める。」

「理由：中野区職員ら（一部）事実行

為等が、全く都度の法的根拠欠如は、

公務上「正当な事由」欠如等しく、公

「趣旨：処分の取消求める。時系列上

の記録開示求める。」

「理由：〇〇係長の確認の元で、「問

題有る」言及していた〇〇係長は、従

前より、〇〇係長窓口での「問題視」



務員失格。特に、区民対応「口論（平

気で争う心理）」は、地法公務員法第

３５条・第３７条反する。根拠欠く争

論の中野区職員数名の育成問題。」

共有化の時系列の事実関係の共通理解

欠如。又、「査察指導員」は東京都福

祉保健局生活福祉部保護課の権限か

（厚生労働省社会援護局観察室の回

答）ら、Ｈ２９、１１／１・１１／２

に保護課中野区指導担当〇〇課長代理

が、〇〇係長・〇〇副参事に指導して

いる：２９福保生保第１３９１号弁明

書は、〇〇係長の供覧済。」

弁明書の日付 平成３０年１０月２９日 平成３１年１月２２日

反論書の日付 平成３０年１１月１５日 平成３１年２月１３日


